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■１１ ６ (金)
合志市第１０回ボランティア

表 彰 式

■
年
末
防
火
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

縮
小
実
施

12
月
28
日
（
月
）
・
29
日
（
火
）

19
時
30
分
～
21
時

表彰される 富岡善盛さん

出発式 ２０時 B
N
D

K
D
5
に
よ
る

公
開
練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
18
日
（
日
）

12
月
12
日
（
土
）

《団体表彰》黒石団地「悠々クラブ」

悠々クラブが永年の活動実績により表彰さ

れました。表彰式には、会長江口陸男さん

（南２組３班）と副会長 三ツ井武治さん（北

１組４班）が臨まれました。活動に携わられ

た皆様、誠におめでとうございます。

当クラブは、月例会の際の自主学習会や室

内運動、バスハイク、出前講座では、脳トレ

や腸の働きなど健康について学び、子どもの

見守りなど地域の安全安心活動の実施、市老

連行事の参加もあります。会員の皆さんが定

期的に顔を合わせ温かな絆を育む集いが、こ

れからも栄えますように祈念いたします。

《個人表彰》軸丸武治さん（東組４班）

軸丸さんは、永年に亘り黒石団地の各種団体役員を歴任さ

れるなどの功績により表彰を受けられました。現在は、「ひ

まわり倶楽部」会長として、公民館の花の苗植え替えや木々

の手入れ、防犯パトロール、夏祭りをはじめ、どんどやなど

恒例行事では、全体指揮を取り仕切る役目の

お一人として、有志の方々と共に永年の英知

を発揮されています。

市では、ボランティアを通じて社会に貢献
している人達にスポットライトを当てること
で、労をねぎらい、さらなる活躍を期待する
とともに、市民の皆さんにボランティア活動
の輪が広がっていく事を願って、ボランティ
ア表彰制度実施要綱を定めています。

－合志市HPより引用－

■
年
頭
の
ご
挨
拶

区
長

莟

政
宏

黒
石
団
地
区
自

治
会
の
皆
様
、
明

け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

り
・
敬
老
会
・
餅
つ
き
大
会
」

の
再
開
及
び
、
「
文
化
事
業
」

に
つ
い
て
も
前
向
き
に
進
め
、

更
に
は
、
黒
石
団
地
の
安
全
・

安
心
の
要
で
も
あ
り
ま
す
「
自

主
防
災
組
織
の
改
正
に
よ
る
防

災
計
画
書
の
策
定
」
に
つ
い
て

も
今
後
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
平
穏
な
佳

き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
自
治
会
活
動
に
お
き
ま
し
て

も
、
公
民
館
の
一
時
閉
鎖
や
夏
祭

り
な
ど
各
種
行
事
の
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
多
く
の
皆
様
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

最
近
に
な
り
ワ
ク
チ
ン
の
製

造
・
投
与
の
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
く
よ

う
に
な
り
、
少
し
は
明
る
い
光
が

見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

新
年
度
は
、
こ
の
明
る
い
光
を

呼
び
込
み
な
が
ら
、
通
常
総
会
で

の
承
認
事
項
で
あ
り
ま
す

夜警開始

合志市役所２階庁議室にて

「
総
合
交
通
対
策
の

推
進
」
や
恒
例
行
事
の
「
夏
祭

★

感
謝
状
授
与
式

富
岡

善
盛
さ
ん
（
中
組
）

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
熊
本
県

通
知
「
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
等
向
け

留
意
事
項
（
地
域
行
事
）
」
に
則

り
、
規
模
を
縮
小
し
、
防
パ
ト
隊

員
、
役
員
、
行
事
部
に
よ
り
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
の

増
加
に
伴
い
、
十
二
月
二
十
二
日

付
け
合
志
市
長
か
ら
の
「
感
染
拡

大
防
止
に
伴
う
区
行
事
に
つ
い

て
」
の
通
知
を
受
け
、
急
き
ょ
関

係
者
に
よ
る
検
討
を
行
い
、
更
な

る
規
模
縮
小
を
決
定
し
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
二
十
一
日
黒
石
団
地

で
発
生
し
た
民
家
火
災
に
お
い
て
、

身
の
危
険
を
も
顧
み
ず
住
民
を
背

負
っ
て
救
助
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、

自
治
会
よ
り
感
謝
状
を
授
与
し
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

歩
行
巡
回
班
を
中
止
し
、
青
パ
ト

巡
回
班
の
３
台
が
「
火
の
用
心
」
の

掛
け
声
で
、
窓
を
開
け
運
行
し
、
団

地
内
を
隈
な
く
警
戒
夜
警
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
両
日
と
も
９
名

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
、

■
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

繰
り
返
し
の
回
数
の
勘
違
い

？
や
反
復
記
号
を
探
す
な
ど

和
気
あ
い
あ
い
の
練
習
風
景

で
し
た
。

▼
来
場
者
は
、
マ
ス
ク
着
用
、

検
温
、
濃
厚
接
触
者
の
経
路

追
跡
に
使
用
す
る
来
場
者

カ
ー
ド
（
入
退
室
時
刻
・
体

調
申
告
・
連
絡
先
）
に
記
入
。

演
奏
者
の
前
３
m
は
空
け
、

２
部
に
移
る
間
は
十
分
な
換

気
を
行
う
な
ど
感
染
予
防
の

配
慮
が
あ
り
ま
し
た
。

来
場
者
も
共
に
歌
詞
カ
ー

ド
を
見
な
が
ら
、
軽
快
な
ド

ラ
ム
に
体
で
リ
ズ
ム
を
刻
み
、

ハ
モ
リ
も
楽
し
ん
だ
ひ
と
時

に
な
り
ま
し
た

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

黒
石
団
地
に
お
住
ま
い
の
方

32
名
の
新
成
人
の
皆
さ
ま
へ

お
祝
い
と
し
て
ク
ォ
カ
ー
ド
３
０
０
０
円

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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■
黒
石
地
区

防
災
訓
練

黒石団地区自治会 地区防災計画の見直し

について合志市と協議

かまどベンチの組み立て体験

▶日時：10月２５日（日）

▶場所：黒石防災拠点センター

▶参加者：区長他役員５名

かまどベンチ（４基）

センサーライトが点きます
【マンホールトイレ】
８００人が２週間 汲み取り
せずに使用できる想定

マンホールトイレ組み立て中

防災井戸

有効水量：
２ℓペットボトル２０００本分

マンホールトイレ・かまどベンチの組み

立て体験・貯水槽の説明、防災センター見

学などが行われ、“災害時“の共助力に活か

せるような意識づけとなりました。

防災士（青山氏・井福氏）

■
子
ど
も
会

活
動
報
告

黒石団地区の皆様、

いつもご協力有難う

ございます。

次回は、３月７日

の予定です。

積荷のバランスを
とって運びます

e-クラブと資源物回収実施しました！ 10/11(2回目)    12/13(3回目)

会
長

堀

功
一

なんでも・やってみる
だから・たのしい・おもしろい

今年度は、新型コロナウィルス感染症感染拡大予防の観点から子ども会行事も
活動自粛の１年でした。学年を超えた異年齢交流、地域の人たちとの繋がりなど、
学校とはまた違う体験が得られ保護者の皆様にとっても、親同士の繋がりから貴重
な情報交換の場となる子ども会。令和３年度は、黒石団地区から２４名の新１年生
が、合志市立西合志東小学校に入学します。“子ども会への加入、大歓迎です“
■会員募集は年間受付です。子ども会役員までお問い合わせください。

■
年
間
行
事
紹
介

過
去
の
活
動
よ
り歓迎遠足（潮干狩り）

夏祭り子ども神輿お泊り会

合志市子ども会スポーツ大会
防犯パトロール一日体験
（夏休みの楽しい行事）

ハロウィン会

10/11 10/11 10/11

12/13 12/13

10/11

12/1312/1312/13


